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挨  拶 

日野市教育委員会教育長 米田 裕治 

本校では、令和元・２年度東京都教育委員会持続可能な社会づくりに向けた教育推進校として「持続

可能な社会を担う児童の課題解決力の育成」を目指し、授業改善、カリキュラム・マネジメント、校内

環境の整備を視点として研究してこられました。 

まず、授業を子供たちの主体的な学びとするため、生活科や総合的な学習の時間を中心に、「価値ある

共通体験」と「子供の問いを生む学習過程」の充実に努められました。そして、地域の方々、自然、社

会とのつながりを大切にした実践を進める中で、教科等横断的な視点からＥＳＤカレンダーの改善、活

用、学習内容の工夫といったカリキュラム・マネジメントも推進されております。 

今年度は、児童が地域の川で遊び続けられるように、ゴミ拾いなどの自然を守る活動を進んで実践す

る姿や、市内の環境について調べた児童が、環境改善に向けた活動を発表するなどの活動が行われてい

ます。これらのまなびは、「ＳＤＧｓ」に代表される地球規模の課題を解決する意欲と実践する力をもっ

た児童を育むと確信しています。本校の実践は「疑問や驚きから生まれる問いを大切にして、自分たち

なりの方法で自分たちなりの答えにたどり着く過程を大切にする」という点で、第３次日野市学校教育

基本構想に基づいた実践でもあります。また、本市は令和元年７月１日に東京都内で初の「ＳＤＧｓ未

来都市」に選定されました。本校の「ＳＤＧｓ」を踏まえた校内環境の整備や教育実践が、持続可能な

社会をづくりに資することを期待しています。 

 結びにこれまで本校の研究に御指導いただきました、講師の先生方、研究を推進された松永式子校長

先生をはじめ教職員の皆様、そして日頃から本校の教育活動に御協力いただいております保護者、地域

の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

はじめに 

校長 松永 式子 

 本校は、令和元・２年度の２年間 東京都教育委員会「持続可能な社会づくりに向けた教育推進校」

として、「持続可能な社会を担う児童の課題解決力の育成」に取り組んできました。 

今年度は、昨年度の「地域を生かした学習」の中で、ＥＳＤの資質・能力を育むことから一歩進み、

児童に学びの必然性をもたせることはそのままに、児童が人・自然・社会との関わりの中で自ら課題を

解決する意欲と力の育成に重点をおきました。地域と児童自身との関わりを重ねるごとに児童の関心が

高まり、今までは当たり前に思っていたことに改めて興味のスポットライトを当てたり、「この問題解

決のために、自分も何かしたい」と思ったりする姿が見られました。児童が知恵をしぼり、友達や先生

と話し合い、様々な手段を講じながら解決に向けて取り組む姿が見られたことはとても喜ばしいことで

した。ただ、その児童の行動や意欲・思考・意識の変容について、授業者が十分な視点をもって適切に

評価をすることが大きな課題でした。大きな課題でした。指導と評価の一体化の必要性は、学習指導要

領にも明示されています。学びを通じた児童の姿を客観的に評価することで、教師は児童への学習効果・

教師自身の指導の成果を再認識することができます。今年度の研究では、評価規準を明確にし、毎時間

の授業を大切にすることを特に重視しました。教師自身も協働しながら、教材研究し、授業を作り上げ

ていくことができたことも大きな成果だと感じています。 

最後になりますが、私たちの研究を励ましながら指導し支えてくださった、東京都多摩教育事務所指

導課嶺井勇哉先生、辻泰成先生、東京都教育委員会、日野市教育委員会の皆様に深く感謝申し上げます。 



《学習指導要領》 

・社会に開かれた教育課程 

・資質・能力ベース  

・カリキュラム・マネジメント  

・主体的・対話的で深い学びの

実現  

《日野市第３次学校教育基本構想》 

・一律一斉の学びから自分に合った多様な学

びと学び方へ 

・自分たちで考え語り合いながら生み出す学

び合いと活動へ 

《学校教育目標・経営方針》 

・健康でたくましい子ども 

・深く考えやりぬく子ども 

・美しいゆたかな心の子ども 

・力を合わせはげみあう子ども 

 

持続可能な社会を担う児童の育成を目指

してＥＳＤの視点に立った教育活動を行

う。 
《国連・文部科学省・その他》 

ＳＤＧs(持続可能な開発目標) 

 
《文部科学省・東京都教育委員会 

日本ユネスコ国内委員会》 

ＥＳＤ(持続可能な開発のための教育) 

《児童・学校の実態》 

・地域連携、地域への愛着に関する研究の積

み重ね 

・世界規模の問題と自分自身の生活のつなが

りの意識を高めるための授業の工夫の必
要性 

・課題解決の経験を重ねる場の設定の必
要性 

・発信、行動化の経験の必要性 

 

研究構想図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究紀要原稿 

(ここに）.docx
 

 

 

 

【目指す児童像】 
人・自然・社会とのつながりの中で自ら課題を見付け、解決できる子 

低学年 中学年 高学年 専 科 たちばな・ステップ 

人・自然・社会と
のつながりの中で
町のすてきなとこ
ろを見付け、楽し
むことができる子 

人・自然・社会と
のつながりの中で
課題を見付け、自
分なりに解決しよ
うとする子 

人・自然・社会と
のつながりの中で
自ら課題を見付
け、解決できる子 

課題解決型学習で
の学びを基に専科
の特性に合わせて
自ら表現できる子 

人・自然・社会と
つながる体験や活
動を通して、互い
のよさに気付き、
楽しむことができ
る子 

研究主題 

持続可能な社会を担う児童の課題解決力の育成 

～地域の人・自然・社会とのつながりを通して～ 

研究仮説 
ＳＤＧｓの視点をもち、ＥＳＤの構成概念を活用させながら地域をフィールドにした課題解決学習を行う 

ことで、持続可能な社会を担うための能力・態度を身に付けることができるだろう。

新学習指導要領の理解・推進 
資質・能力ベース(知識及び技能の習得、思考・判断・表現等の育成、学びに向かう力・人間性等の涵養) 

主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善 

 

研究内容 

課題解決学習 
課題解決学習の流れの明確化 

単元・学習活動の工夫、指導と評価の一体化 

ＥＳＤカレンダーの作成 
教科等横断的なカリキュラム 

カレンダーの修正、改良 

ＳＤＧｓ・ＥＳＤの理解 
外部講師による研修会 

構成概念、能力・態度の焦点化 

授業実践(研究授業含む) 
生活科・総合的な学習の時間 

ＳＤＧｓを意識した授業実践 

授業改善 

ホールスクールアプローチ 
学校経営方針、委員会活動 

行事、校内掲示 

校内環境 
カリキュラム・ 
マネジメント 



研究の概要 

１ 主題設定の理由 

2015年の国連サミットで持続可能な開発目標、ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）が採

択された。ＳＤＧｓとは、持続可能な社会となるために 2030年までに世界で達成すべき 17の目標の

ことで、開発途上国のみで取り組むのではなく日本を含めた先進国も取り組むことが求められている。

そして、このＳＤＧｓの視点を教育に取り入れるＥＳＤ（Education for SustainableDevelopment: 

持続可能な開発のための教育）を推進していくことは、学校教育における社会の要請であると言える。 

そのような社会の流れの中で新しい学習指導要領が令和２年度より全面実施となったが、学習指導

要領でも「持続可能な社会の創り手に必要な資質・能力」を身に付けさせることが明記されている（学

習指導要領第１章総則第１の３等）。また、学習指導要領では、カリキュラム・マネジメントの必要性、

また知識・技能だけでなく資質・能力ベースの学力観への転換が示されており、国際社会において共

通認識されている「持続可能な社会を担う人材の育成」と「社会全体でのＳＤＧｓに向けた取組」に

ついて、学校教育はどのような役割を担うべきかが問われている。そこで、本校ではＥＳＤを学校教

育の中心に据え、研究を進めていくこととした。 

平成 31 年 3 月に策定された日野市第３次学校教育基本構想では、子供たち自らが育んでいく力を

「すべての“いのち”がよろこびあふれる未来をつくっていく力」としている。「未来をつくっていく

力」を「持続可能な社会の創り手に必要な資質・能力」と捉えれば、これらの考え方はまさに本校が

進める研究の内容と重なるものである。 

本校では４年前より「地域に愛着をもつ子の育成」をテーマに研究を進めてきたが、その研究の過

程で児童の資質・能力を体系的に育成することが課題としてあがった。そのような中でＳＤＧｓ や

ＥＳＤの考えのもと、「地域」とつながる教育活動を大切にしながら児童の課題解決力を育成するこ

とを目指すことがこれまでの研究を発展させ、より価値あるものになると考えた。ＥＳＤを推進して

いく上で「Think globally Act locally」という考え方があるが、本校では、児童にＳＤＧｓの視点

をもたせることで「Think globally」で学びが進み、地域をフィールドにして学習を行うことで自分

と社会とのつながりが意識でき「Act locally」へとつながり、それが持続可能な社会を担う児童の課

題解決力の育成につながるものと考えた。 

副主題は「地域の人・自然・社会とのつながりを通して」とした。自分にとって身近である地域と

の「つながり」の中で、課題解決学習を進めていくことで児童がより自分事で課題を捉え解決への意

欲を高めたり、思考を深めたりすることができると考えた。学区内には多摩川、浅川、程久保川、七

生丘陵の里山、農業用水などの豊かな自然や、どんど焼きなどの文化伝承がある。これらの地域をフ

ィールドとし、郷土に対する誇りや豊かな自然への愛情を育むとともに、持続可能な社会の担い手と

して必要となる、課題解決の力の育成を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



○研究主題設定の背景について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世界・社会的な背景】 Society 5.0時代・予測不能な未来・SDGｓの達成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆これまでの研究内容との関連 

平成29・30 年度研究主題 

「地域に愛着をもつ子の育成～地域と

豊かに関わる活動を通して～」 

成果 

身近なフィールドでの学習 

➡主体的な学びの実現 

地域の良さを再認識 

➡自己肯定感と郷土愛の醸成 

課題 

具体的な資質、能力の分析と育成 

 ➡ＥＳＤの推進 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育） 

日野市第３次学校教育基本構想 

（令和元年度～） 

「すべてのいのちがよろこびあふれ

る未来をつくっていく力」 

令和元・２年度研究主題 

「持続可能な社会を担う児童

の課題解決力の育成 

～地域の人・自然・社会との

つながりを通して～」 

 

小学校学習指導要領全面実施 

（令和２年度～） 

「持続可能な社会の創り手に 

必要な資質・能力の育成」 

 



２ 研究主題に迫るための手だて 

⑴カリキュラム・マネジメントの推進 

 新学習指導要領の中で「各教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るも

のとする。」（総則 第２教育課程の編成 ２教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成）と述べら

れているとおり、それぞれの教科等のつながりを意識しながら学習活動を展開していくことは、児童に

重点的に育みたい資質・能力を育成するために必須の方策であるといえる。また、ＥＳＤは本来、環境、

経済、社会の統合的な発展を目指したものであり、関連する様々な分野を「持続可能な社会の構築」の

観点からつなげることが大切である。そこで本校では学習内容などを内容的・空間的・時間的につなげ

る「ＥＳＤカレンダーの作成」と「総合的な学習の時間や生活科の学習テーマの設定」という２視点で

カリキュラム・マネジメントを推進した。 

 

①ＥＳＤカレンダーの作成によるカリキュラム・マネジメント 

ＥＳＤカレンダーを作成、改善していくことは、総合的な学習の時間のみならず、各教科等の学習の

充実にもつながる。教科書の配列にこだわることなく、単元構成を検討していくこと、また学習内容の

共有化、連携化を図ることで、教科等横断的な学習を行うことができるようになる。 

 

ア 学校行事や各教科等の系統性を鑑みて各教科等の単元配列を組む。 

イ 総合的な学習の時間の単元の配列を考える。各教科等について配列を変えられる単元について、

学習内容に関連があるものの学習時期をそろえる。 

ウ 関連のある学習材のつながりだけでなく、学習スキルについても関連するものは揃える。 

エ 総合的な学習の時間の学習内容についても、各教科等の内容から、修正を行う。 

オ 実施後、年度末に再度、修正を行い、次年度の計画を立てる。 

 

ＥＳＤカレンダーはこのようなカリキュラム・マネジメントを行っていくためのツールであり、修正、

改善を繰り返していくことが大切であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【資料：第 3 学年ＥＳＤカレンダーより】 

教科書による配列どおり カリキュラムの見直し後 



例示した第３学年の場合、総合的な学習の時間の単元「地域安全マップをつくろう」が時期を移動で

きなかったため、社会科の「安全なくらし」を「はたらく人々とわたしたちのくらし」の時期と交換し

た。社会科で交通事故や事件、火事などについて学習する中で、自分たちが事件に巻き込まれないよう

にするためにどうすればよいかという課題を設定し、総合的な学習の時間で地域安全マップをつくると

いう学習につなげた。 

②６年間の学習テーマを設定 

     「よりよい未来を目指して」   
世      （平和・教育・国際理解） 
界     「わたしたちの環境を守ろう」  

      （環境） 
     「わたしたちと水」            

       （環境・生活） 
      「わたしたちの日野」          
       （環境）（福祉）（伝統文化） 
      「見付けよう自分のいいところ」 

      （身近な環境・農業） 
     「つながろう！わたしたちの町」  

身      （身近な環境・ふるさと） 
近     「レッツゴー！あさかわ」  

  （身近な自然・遊び） 

 

⑵学校の教育活動全般でＳＤＧｓやＥＳＤの概念を浸透させるための活動（ホールスクールアプローチ） 

・朝会や集会での講話や委員会活動、また学校行事の中でＳＤＧｓやＥＳＤの概念を浸透させるための

活動を位置付け、計画的に行った。⇒単なるＳＤＧｓの 17の目標の学習ではなく、あくまでもＥＳＤ

を推進していく（児童の課題解決力の育成）ツールとしてＳＤＧｓを扱った。 

・教室や廊下などの環境を整備して、掲示物による啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年 

５年 

４年 

３年 

２年 

１年 

たちばな 

・学年で総合的な学習の時間や生活科のテ

ーマを設定し、単元同士のつながりを意識

して、年間を通してテーマに沿った学習を

展開した。 

・そのことで学年の発達段階に合わせ、身近

なところから世界的視野で取り組むカリ

キュラムとなり、学校全体として系統的な

指導を行った。 

全校朝会での講話 パラトライアスロン体験会 

全教室にＳＤＧｓのロゴとアイコンを掲示 代表委員会による「命の本」の読み聞かせ 

 



⑶総合的な学習の時間と生活科を中心とした授業改善（八小の授業改善６視点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「課題設定」の学習過程の充実 

・児童に驚きや疑問が生まれるような価値のある共通体験と自分事になる問いをもたせることで課題設

定の学習過程が充実し、主体的な学びが実現すると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地域人材・外部人材を活用した授業づくり 

・児童が自分事で考え、意欲的に自己の課題を解決できるように地域の人材や自然を積極的に活用した。 

 

 

 

 

 

 

  

 

①課題解決学習の流れの明確化と実践 

 総合的な学習の時間や生活科における課題解決学習（生活科では課題解決につながる学習過程として設

定）の流れを全校で共通理解し、それぞれの学習過程を確実に実践・充実させることで単元全体の学習が

深まると考えた。 

 

価値のある共通体験 

自分事になる問いをもたせ方 

課題設定の学習過程の充実 

「みんなはどう思う？」 

「どんなことをしたい？」 

「これからどうしよう？」 

「自分たちの住む地域にはこんな素敵な 

ところがあったんだ。」 

「自分たちの住む地域のよさを守ってい 

きたいなあ。」 

「自分たちの住む地域の問題は自分たち 

で解決しないとなあ。」 

第５学年共通体験「ＪＩＣＡ出前授業」 

第４学年「日野市役所緑と清流課による出前授業」 

主体的な学びの実現 

「興味がわいてきた」 

「調べてみたい」 

「解決しないとだめだ」 



第６学年「ユニセフ募金の様子」 

 

④「情報の整理・分析」の学習過程の充実 

・思考ツールの活用と対話的な活動の工夫によって、より充実した対話的な学びが実現し、学習が深ま

ると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤地域とのつながりの中での行動・検証を意識した単元計画 

・ＥＳＤの視点から、児童の課題解決力を育成する上で「課題を解決するために実際に行動してみる」

ことが大切なことだと考え、単元の学習過程の中に最後に位置付けた。そして高学年では、自分たち

の行動を「検証」し、よりよい行動へと修正することを学習のゴールとして設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年「Ｔチャートの活用」 
たちばな学級「カードを使って役割を

決めている様子」 

第３学年「おもてなし交流会の様子」 

 

第４学年「地域の人に用水について

発表している様子」 



⑥単元における評価の充実（課題解決力の評価規準の策定と評価方法の検討） 

・児童の課題解決力を育成するために、総合的な学習の時間や生活科の単元の中でそれぞれの学習過程

において、教師が児童にどんな力を身に付けさせ、児童がどのような姿になればよいか明確に意識す

ることが大切だと考えた。（指導と評価の一体化） 

・総合的な学習の時間や生活科の単元の中で、ＥＳＤの構成概念と課題解決のための資質・能力を明確

に位置付け、意識して指導していくことが必要だと考えた。 

 

☆評価計画の充実（詳細な評価規準の策定及び想定される児童の姿の設定とその支援の検証） 

 

（第５学年「わたしたちの環境を守ろう」学習指導案から抜粋） 

 

 

 

（第１学年「レッツ・ゴー・あさかわ」学習指導案より抜粋） 

 

 想定される児童の姿 支援 

Ａ 

・自分や友達の気付きの良さについ

て、理由を明確にした上で気付いて

いる。 

・絵と文章を結び付け、更に明確な理由とするとよりよ

いことを助言する。 

Ｂ 
・自分や友達の気付きの良さに気付い

ている。 

・どの部分の表現がよい気付きなのか、理由を明確にし

ながら考えるとよいことを助言する。 

Ｃ 
・自分や友達の気付きの良さに、漠然

と気付いている。 

・色、模様、数、感想等の部分に注目して考えるとよい

ことを助言する。 

 

 

 

 

学
習
過
程 

評    価    規    準 

知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【学】 

課
題
設
定 

ア  世界の中に様々な環境問 

題があることを理解してい

る。（相互性） 

ア 思考ツール「ウェビングマ

ップ」を用いて自分で課題を

設定している。 

イ 学習の見通しをもちながら

自分なりに学習計画を立てて

いる。 

（多面的、総合的に考える力） 

ア 自分で課題を設定し、探究活動

に進んで取り組もうとしている。 

 （進んで参加する態度） 

イ 自分にできることかどうか整理

し、学習計画を立てようとしてい

る。 

情
報
収
集 

イ 環境問題について、手段

を選択しながら情報を収集

している。 

ウ 自分で調べたことと関連さ

せながら、企業の取組を聞

き、理解している。 

ウ 進んで調査活動に取り組んでい

る。 

 （進んで参加する態度） 

 



３ 研究経過 

（令和元年度） 

４ ５ 金 研究主題 研究の方向性について 

５ ８ 水 

講義 「西田小学校の持続可能な社会づくりに向けた教育推進校実践」 

本校研究の進め方について、指導・助言 

講師 足立区立北鹿浜小学校 副校長 新井 雅晶先生 

５ 29 水 

講義 「ＳＤＧｓについて」 

講師 外務省外務省地球規模課題総括課 経済協力専門員 照屋 友紀様 

講義 「東京都におけるＥＳＤの取組」  

講師 東京都教育庁指導部指導企画課 指導主事 飯田 浩行先生 

９ 11 水 

研究授業① 第６学年 外国語 

単元名：「At this moment ～今のわたしにできること～」 

授業者：宇井 幹主任教諭 

講師：明星大学教育学部 教育学部教育学科 特任教授 阿閉 暢子先生 

10 23 水 

研究授業② 第２学年 生活科 

単元名：「町のすてき 大はっけん！」  

授業者：藤田 紗彩教諭 

講師：明星大学教育学部 教育学部教育学科 特任教授 阿閉 暢子先生 

11 27 水 

研究授業③ 第４学年 総合的な学習の時間 

単元名：「水問題について考えよう」 

授業者：井川 龍人教諭 

１ 22 水 

研究授業④ 第６学年 総合的な学習の時間 

単元名：「世界の子供たちと未来をつくる」 

授業者：萩原 農主幹教諭 

講師：羽村市立松林小学校 副校長 岡元 大輔先生 

講師：明星大学教育学部 教育学部教育学科 特任教授 阿閉 暢子先生 

２ 26 水 

中間発表会「新型コロナウイルス感染症拡大により非公開にて実施」 

第１学年 生活科 単元名「はっけん！あさかわたんけんたい」 

第２学年 生活科 単元名「わくわくワンダーランド～町のすてきを見付けよう」 

第３学年 総合的な学習の時間 単元名「まちの人たちが“受け継ぐ”行事」 

第４学年 総合的な学習の時間 単元名「わたしたちの水」 

第５学年 総合的な学習の時間 単元名「わたしたちの環境を守ろう」 

第６学年 総合的な学習の時間 単元名「世界の子供たちと未来をつくる」 

特別支援 総合的な学習の時間 単元名「みさわマイスターになろう」 

専科 外国語科 単元名「I like my town.自分たちの町・地域」 

講師：明星大学教育学部 教育学部教育学科 特任教授 阿閉 暢子先生 

講演会講師：写真家 長倉 洋海氏 

演題「世界の子供たちと共感し合える心を育む」 

 

 



（令和２年度） 

４ ９ 木 研究主題 研究の内容 

５ 11 月 研究授業日程 指導案について 

５ 26 火 今年度の重点 指導案について 研究の内容 研究発表会について 

７ 14 火 

研究授業① 第６学年 総合的な学習の時間 

単元名：「よりよい未来を目指して」 

授業者：鈴木 明子主任教諭 

講師：多摩教育事務所指導課 指導主事 嶺井 勇哉先生 

７ 31 金 

研究授業② 第５学年 総合的な学習の時間 

単元名：「わたしたちの環境を守ろう」 

授業者：市川 希主任教諭 

９ ３ 木 

研究授業③ 第４学年 総合的な学習の時間 

単元名：「用水について考えよう」 

授業者：大代 卓主任教諭 

９ ９ 水 

研究授業④ 第３学年 総合的な学習の時間 

単元名：「八小のまわりの生き物を調べよう」 

授業者：真野 尚人教諭 

講師：多摩教育事務所指導課 指導主事 嶺井 勇哉先生 

９ 25 金 

研究授業⑤ 第２学年 生活科 

単元名：「つながろう！まちのすてきたんけんたい」 

授業者：吉田 美津穂教諭 

10 14 水 

研究授業⑥ たちばな学級 総合的な学習の時間 

単元名：「いろいろな国について知ろう」 

授業者：（T１）齋藤 健介教諭  （T２）湯田 正樹主任教諭 

（T３）奥野 藍教諭   （T４）唐橋 恭子教諭 

講師：多摩教育事務所指導課 指導主事 嶺井 勇哉先生 

10 20 火 

研究授業⑦ 第６学年 外国語（専科分科会） 

単元名：「I like my town.」 

授業者：洞口 早希教諭 

10 21 水 

研究授業⑧ 第１学年 生活科 

単元名：「レッツ・ゴー・あさかわ！」 

授業者：有水 洋一主任教諭 

講師：多摩教育事務所指導課 教育専門員 辻 泰成先生 

11 11 水 研究授業まとめ 

１ ７ 木 研究発表に向けて 

１ 20 水 今年度の研究の反省と総括 

２ 24 水 研究発表（紙上） 

３ 17 水 来年度に向けて・来年度の研究計画提案 

 

 



質問３　授業の中で、自分で課題を見付けて解決策を考えるようにしている。

質問４　自然環境や地域、地球全体の課題は、自分にとって身近な課題だと思う。

質問１　授業の中で友達や先生と話し合うことで、自分の考えが広がったり深まったりしている。

質問２　授業の中で学んだことをいくつかつなぎ合わせて、自分なりの考えをもつことができている。
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■そう 思う

■どちらかという とそう 思う

■どちらかという とそう 思わない

■そう 思わない

４ 実態調査の結果と考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問５　自分たちの行動は、地球の課題を解決することにつながっていると思う。

質問６　持続可能な社会をつくるために、社会の役に立ちたい。

質問７　他の人と協力して、持続可能な社会をつくっていきたい。
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【結果】 

・全ての設問に対して肯定的な回答の割合が増えている。 

・課題解決的な学習に関する設問２及び３では肯定的な回答をした児童の割合が約 15 ポイント向上し

た。 

・設問５「自分たちの行動は、地球の課題を解決することにつながっていると思う。」という設問に対

して肯定的な回答をした児童が約 20ポイント向上している。 

【考察】 

・全ての設問に対する肯定的な回答の割合の増加していることから、２年間の研究が一定の成果をあげ

ることができたといえる。特に課題解決的な学習に関する設問に対する肯定的な回答の伸びから、総

合的な学習を中心とする課題解決的な学習が浸透し、児童の意欲や思考力を高めることができた。 

・また、質問５「自分たちの行動は、地球の課題を解決することにつながっていると思う。」が 20ポイ

ントくらいの高い伸びを記録したことから、授業改善の視点として「行動化」を単元のゴールとして

設定してきたことが、児童の意識を変えることにつながったといえる。 



５ 研究の成果と課題 

研究の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＳＤＧｓの視点をもたせた課題解決学習を充実させるための手だて】 

１ カレンダーの作成と活用による実践的なカリキュラム・マネジメントの推進。 

２ 学年テーマの設定による、大きな目標を見据えた各教科等の学習の連携。 

３ 様々な機会にＳＤＧｓに親しむホールスクールアプローチによる、児童主体の活動が活性化。 

４ 課題解決の流れを明確化した、生活科、総合的な学習の時間を中心とした授業改善。 

 

【持続可能な社会を担うための能力・態度の習得】 

○課題設定や解決のための学習計画を立てる力が身に付き、目的意識をもって学習できた。 

○思考ツールを活用して、調べたことをまとめ、整理・分析をする経験を通し、物事を多面的に 

考えたり、批判的に考えたりする力が身に付いた。 

○学習過程においてコミュニケーションの力を高め、他者との対話を通して協働する態度が身に 

付いた。 

○課題設定から行動化までの道筋が分かり、自分事として解決しようとする意欲が高まった。 

予測のできない将来の社会において、新たな課題に主体的に対応する基礎を養うことができた。 

 

▲ＥＳＤカレンダー…児童の実態や学習の内容に応じて、柔軟に捉え、必要に応じて見直しや修

正、年度更新をしていくことで持続可能な学習計画とする。 

▲思考ツール…児童がより考えやすくするための道具であり、使うことを目的とするものではな

い。題材や場面に応じて児童が自ら選んで使えるよう、整理、提示の方法を工夫する。 

▲指導と評価の一体化…評価規準を踏まえた授業改善と児童の見取りを更に追求する。 

▲ＳＤＧｓの 17のゴール…地球規模の課題と児童の身近な地域での活動をつなげるシンボルとし

て、児童の学習や行動への意欲を高めるための工夫が必要。 

▲課題の解決と行動化…課題解決の力を支える豊かな体験や汎用性のある知識や理解の積み上げ 

を、他教科等や生活科等で培い、「価値ある行動化」につながる学習展開を追究する。 


